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村史編さんだより

村 さんだ り

第 158 号　2024 年 6 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　
～寄贈資料の紹介～

　令和 6年 5月 15 日、古い民具や写真、賞状等を頂きましたので、その一部をご紹介したいと思います。

　一番古い賞状は、昭和 8年に県の共進会で種牝牛「暁号」が 2等賞、他にも昭和 30 ～ 36 年頃、澱粉（でんぷん）・

筵（むしろ）・イ草・堆肥等の生産において、優秀な成績を讃える賞状もあり、大変貴重な資料です。
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昭
和
七
年
五
月
一
日
生

　

二
等
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審
査
官
地
方
技
師
従
六
位 

小
林
俊
一
郎
㊞

　
　
　
　

審
査
長
種
馬
所
技
師
従
七
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岸
徳
次
㊞

　

右
第
三
回
沖
縄
県
種
牛
馬
共
進
会

　

審
査
長
ノ
薦
告
ヲ
領
シ
玆
ニ
之
ヲ
授
与
ス

　
　
　
　
　
　

昭
和
八
年
十
一
月
二
十
一
日

第
三
回
沖
縄
県
種
牛
馬
共
進
会
長
沖
縄
県
知
事 

従
四
位
勲
三
等 
井
野
次
郎
㊞

　   　 の 　 8（1933）

4 業 会 （1955 ） 4 業 会 （ ） 業 会 の （ ）

（ ん い ）一

大 村長 金 （1955 ）

（ い ） 区の 会 （1960 ）

　　 の の

区の 会（1961 ）

1957 （49 ） 連 区教育委員会 10  1962

　農業や産業の振興、生産
向上に資するため、農産物
や工業製品を集めて展示し、
品評・査定する「共進会」
が各地で行なわれ、優秀な
成績を収めた者には、賞状
および賞品（金）が授与さ
れた。昔から原山勝負とい
う形で行われていた。

村 さんだ り

天野鍜助日記ヲ読ム４ （157 号つづき）

　

〇
大
正
十
一
年
一
月
一
日　

自
転
車
デ
喜
如
嘉
校
拝
賀
式
ニ
参
列
、
平
良
氏
ト
電
信
問
題
ニ
付
意
見
ノ
交
換
後
辞

　
　

シ
、
大
宜
味
校
デ
宴
会
、
校
長
住
宅
ニ
参
上

　

〇
一
月
四
日　

御
用
始
、
午
後
二
時
ス
ギ
吏
員
ヲ
連
レ
テ
大
兼
久
饒
波
十
年
計
画
地
ヲ
視
察
シ
自
宅
デ
新
年
ノ
酒

　
　

ヲ
饗
シ
タ
。
平
良
真
順
モ
来
迎
セ
リ
、
仝
氏
酒
ヲ
送
ラ
ル

　

〇
一
月
五
日　

大
宜
味
校
デ
自
治
振
興
会
ヲ
開
ク
、
林
野
取
締
上
当
局
ノ
怠
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ヲ
頻
リ
ニ
云
フ
モ
ノ
ア
リ

　

〇
一
月
十
二
日　

正
午
頃
仲
浜
郵
便
局
長
ト
局
移
転
ノ
話
ヲ
ナ
ス
。
大
宜
味
字
漁
業
者
ヲ
集
メ
テ
国
頭
郡
水
産
会

　
　

ノ
同
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ヲ
出
ス
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勧
誘
セ
シ
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漁
業
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メ
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。
郡
道
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田
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ヘ
夫
役
寄
附
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ヨ
ト
奨
メ
シ
ニ
是
亦
快
諾
セ
リ

　

〇
一
月
十
四
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暴
風
被
害
者
ヘ
ノ
御
下
賜
金
伝
授
。
区
長
会
、
酒
消
費
者
へ
課
税
ス
ル
コ
ト
ニ
協
議
シ
三
月
マ

　
　

デ
徴
収
法
ヲ
研
究
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
セ
リ
。
国
頭
、
大
宜
味
局
長
ト
電
線
架
設
寄
附
ノ
打
合
ヲ
ナ
セ
り

　

〇
一
月
十
五
日　

国
頭
郡
水
産
会
ヘ
加
入
申
込
者
百
二
十
名
、
小
使
電
線
架
設
寄
附
ノ
件
デ
助
役
ヨ
リ
書
面
ヲ
モ

　
　

タ
ラ
シ
来
ル
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一
月
十
六
日　

郡
長
へ
相
談
シ
タ
ル
コ
ト

①
郡
道
川
田
線
ヲ
一
年
間
デ
速
成
シ
相
当
夫
役
ノ
寄
附
ヲ
ナ
ス
コ

　
　

ト
、
②
今
年
徴
収
署
ヲ
大
宜
味
校
ニ
開
設
サ
レ
度
事

　

〇
一
月
二
一
日　

名
護
ヨ
リ
仲
尾
次
マ
デ
自
転
車
、
仲
尾
次
ヨ
リ
塩
屋
迄
刳
舟
デ
帰
ル

　

〇
一
月
三
一
日　

仲
田
氏
ヲ
産
業
会
社
ニ
訪
ヒ
電
線
架
設
ノ
運
動
ヲ
依
頼
ス

　

〇
二
月
一
日　

郡
役
所
ニ
テ
村
長
校
長
会
合
、
電
線
架
設
ノ
陳
情
書
執
筆
ノ
為
午
前
中
一
寸
顔
ヲ
出
シ
宿
ニ
帰
ル
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二
月
三
日　

朝
早
ク
自
転
車
デ
源
河
ニ
着
ク
国
頭
村
長
並
校
長
連
中
自
転
車
デ
来
ル
、
自
転
車
ヲ
人
夫
（
五
十

　
　

銭
）
ニ
担
ガ
シ
津
波
事
務
所
マ
デ
来
ル
。
道
路
工
事
場
に
至
ル

　

〇
二
月
六
日　

郡
道
川
田
線
ノ
件
デ
秀
吉
、
和
豊
等
ト
郡
役
所
へ
会
合
暮
方
マ
デ
鳩
首
協
議
セ
シ
モ
纏
ラ
ズ…
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月
七
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午
前
中
両
村
ノ
人
々
ト
郡
道
ノ
協
議
ヲ
ナ
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、
郡
ノ
設
計
セ
ル
金
額
ヨ
リ
一
万
八
千
円
ヲ
差
引
キ

　
　

テ
向
フ
二
年
デ
工
事
竣
成
サ
レ
タ
キ
旨
申
出
シ
テ
郡
当
局
モ
快
諾
サ
ル
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二
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八
日　

平
良
真
順
ニ
呼
バ
レ
電
信
架
設
ノ
協
議
ヲ
ナ
ス
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二
月
二
一
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田
氏
ノ
書
面
ヲ
携
へ
平
良
国
頭
郵
便
局
長
及
国
頭
助
役
ニ
会
イ
帰
途
平
良
氏
ヲ
訪
フ
テ
更
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大
宜
味
郵
便
局
長
ニ
会
見
セ
リ
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四
月
十
五
日　

国
頭
村
役
場
ヘ
戸
数
割
賦
課
基
準
視
察
ノ
為
出
張
日
帰
リ
。
帰
途
大
国
運
送
株
式
ノ
総
会
出
席

　

〇
五
月
二
日　

戸
数
割
賦
課
資
力
調
査
ノ
為
、
大
嶺
君
ト
テ
サ
ガ
森
ヨ
リ
ウ
シ
チ
ャ
ニ
至
り
東
栄
ノ
一
行
ト
会
合

　
　

ス
。
調
査
終
リ
テ
開
墾
ノ
連
中
ト
一
杯
ヲ
傾
ケ
テ
意
思
ノ
疎
通
ヲ
計
ル

　

〇
五
月
十
日　

午
前
十
時
頃
伊
江
丸
徴
兵
官
一
行
ヲ
乗
セ
テ
投
錨
、
司
令
官
、
郡
長
ハ
見
エ
ズ
。
自
宅
ト
三
、
四

　
　

相
往
来
シ
司
令
官
ヲ
待
テ
ド
モ
見
エ
ズ
暮
方
帰
ル

　

〇
五
月
十
四
日　

村
壮
丁
検
査
。
午
後
五
時
頃
ヨ
リ
徴
兵
官
一
行
ノ
歓
迎
会
ヲ
催
ス

　

〇
五
月
十
八
日　

県
庁
へ
出
頭
、
戸
数
割
制
限
外
賦
課
ノ
打
合
ヲ
ナ
ス
地
方
課
ハ
出
来
ナ
イ
ト
云
フ
、
明
日
マ
デ

　
　

考
エ
テ
呉
レ
ト
頼
ン
デ
帰
ル

　

〇
五
月
二
七
日　

区
長
を
招
集
シ
テ
戸
数
割
賦
課
ノ
件
ヲ
検
閲
セ
シ
メ
タ

　

〇
六
月
十
七
日　

村
会
開
催
、
原
案
通
過
。
戸
数
割
制
限
課
税
認
可
セ
ラ
ル

天
野
鍜
助
日
記
（
大
宜
味
村
史
資
料
編
）

　1920（大正 9）年、民選による初の大宜味村長として

就任、以後三期を務め、1931（昭和 6）年の村政革新運

動によって辞任した、饒波出身の天野鍜助（あまの か

すけ・1883―1966）が書き記した日記を紹介している。

　今回は、『大宜味村史　資料編』に収録されてい

る大正 11（1922）年の日記から、電信架設や郡道

工事、税金の賦課方法等、村の基盤を構築するた

め首長として奔走する姿を追ってみた。
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　　　「周年行事のこと」
　　

　辺土名高校が来年、 創立８０周年を迎えるということで、 その記念事業準備委

員会が去る４月にありました。 私は辺土名高校の卒業生ではないのですが、 地域

にある学校なのでしっかりとその役目を果たしていきたいと思っています。 周年

行事の思い出としては、 校長として赴任した南大東小中学校の１００周年記念事業を思い

出します。 島唯一のしかも歴史的に八丈島の方が開拓した際にできた学校だからでしょう

か、 今まで経験した周年行事では経験したことのない盛り上がり、 取り組みに正直びっく

りしました。 (校歌の歌詞の中には開拓した方の名前があります )　今、 「地域に開かれた学

校」、 「地域とともにある学校」 づくりが文科省主導で行われていますが、 それを超えた取

組だったと感じています。 多くの島民が事業の取組に関わり、 式典も前夜祭から２日間に

わったて行われ、 どの期も多くの卒業生が来島し、 島は式典一色でした。 故郷、 母校によせ

る卒業生の熱い思いをひしひしと感じた周年行事でした。 南大東での経験によって、私は「故

郷で教員したい」 という願いを持つようになり、念願が叶って今に至っています。 多くの人、

とりわけ地域の人と関わること、 地域の方々が子どものために活動することで子ども達に

与える影響は多大なものがあります。 南大東での勤務はそのことを強く実感させられ、 考

えさせられました。 日常的な活動でも、卒業生の関わりが非常に多く見られました。 そして、

日頃から思っている 「子どもが小さい頃を振り返り、 いろいろな地域の方や保護者の方に

支えられた大きくなったという意識を持っていれば、 大人になったとき、 人のために、 地

域のために考える子どもが育つ。」 ということを目の当たりにし、 確信しました。

政信教育長のあじま～コラム

　いよいよ梅雨に入りました。 ジメジメの季節となりましたね。17年使っていた我が家のクーラーもついに壊れました。 久々にがっ
つりジメジメ生活を過ごしています。 新しいクーラーがくるまであと少しの辛抱です。 昔はもっと涼しかったのにな。

今月の生きもの カラスヤンマ（交尾）：オニヤンマ科

撮影：村山望

　再びの登場となりました。私たちカラスヤンマです。

　透明な翅がオスで黒い翅がメスです。メスの翅は真っ黒なものか

ら半分だけ黒いものまで個体差があります。成虫期は５月中旬から

７月で、トンボの形になった私は今の季節にお目にかかれます。源

流部から上流部に生息していますが、朝夕はエサの飛翔昆虫を探し

に下流部や河口部、海岸線まで下りていくのでみなさんも見ること

ができるはず。成虫はカなどを食べますが、ヤゴはリュウキュウア

カガエルのオタマジャクシなどを食べます。大きく育てわが子たち。

ヤゴ

♂

♀

１日（土）地区中体連 ～２日、８日

県高校総体 ～４日

３日（月）（中）振替休日　区長会

９日（日）小中一斉授業参観　親子ふれあい

PTSA 親睦ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会

10 日（月）（小中）振替休日（6/9 日曜参観）

15 日（土）国頭地区ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄ交歓会 ～ 16 日、22 日

16 日（日）沖縄県議会議員選挙

21 日（金）（園）保育参観日

23 日（日）慰霊の日　

郡サッカー大会　村野球大会①

24 日（月）夢語るウィーク ～ 28 日

27 日（木）定例教育委員会会議

29 日（土）わんぱく体験団②

30 日（日）村野球大会②

６月１３日

ＦＭの日


